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子どもの居場所の資金を考える 

地域円卓会議 
 

子どもの居場所を続けるために必要なお金について考える 

実施報告書 

 

 

日  時： 2018年 12月 17 日(月) 18:00-21:00 

場  所： 沖縄大学アネックス共創館（沖縄県那覇市国場４０５） 

主  催： 公益財団法人みらいファンド沖縄  

協  賛： 宗教法人真和苑 

後  援： 沖縄大学地域研究所 

協  力： NPO法人まちなか研究所わくわく 

 

 

報告書作成 

NPO法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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【報告】子どもの居場所の資金を考える 地域円卓会議 

■日  時：2018年 12月 17日(月) 18:00-21:00 

■場  所：沖縄大学アネックス共創館 

■着席者数：７名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■来場者数：40名（地域住民・行政・企業） 

 

■主  催：公益財団法人みらいファンド沖縄 

■協  賛：宗教法人真和苑 

■後  援：沖縄大学地域研究所 

■協  力：NPO法人まちなか研究所わくわく 

■お問合せ：NPO法人まちなか研究所わくわく 

糸数 未希 氏（にじのはしファンド 代表） 

城間 えり子 氏（那覇市社会福祉協議会 子どもと地域をつなぐ 

サポートセンター糸 担当コーディネーター） 

子どもの居場所を続けるために必要なお金について考える 

沖縄県で実施した平成 27 年度「子どもの貧困実態調査」において、29.9％の子どもが貧困状態に置かれていることが

明らかとなりました。全国に比べて特に深刻な沖縄の子供の貧困の状態に緊急に対応するため、国・県・市町村が連携し、

平成 28 年度から「沖縄子供の貧困緊急対策事業」による子どもの居場所の設置が進んでおり、平成 30 年 6 月時点で 

26 市町村 126 箇所に設置されています。これらの居場所の運営には施設代や食費代、人件費等が必要となるが、地域や

各居場所によって運営資源に差があるのが現状です。今回の円卓会議では、子どもの居場所を運営するために必要な資金

について現状を確認し、各居場所の実情に応じた資金の在り方について、関係者、専門家、地域の方々と一緒に考えてい

きたいと思います。 

 

センターメンバー 

 
糸数 未希 

にじのはしファンド 

代表 

 
城間 えり子 

那覇市社会福祉協議会 

子どもと地域をつなぐサ

ポートセンター糸 

担当コーディネーター 

 
島村 聡 

沖縄大学 

人文学部福祉文化学科 

准教授 

 
小阪 亘 

公益財団法人 

みらいファンド沖縄 

 代表理事 

 
池田 哲平 

琉球新報社 

社会部 記者 

論点提供 



 

 

■参加者によるサブセッション 

子どもの居場所を続けるために必要なお金について考える（原文のまま） 

 

① ・まず始めてみる 

・資金・ネットワークは進めるなかで 

・自治会の活用 

 

② ・地域センター松山 

・地域の人の理解 

・賛助会員を募集 

・基金を作る 

・仕事先生(希望者) 

 

③ 必要 

・孫の友達を中心に４人～20人の居場所 

∟遊び道具の購入 

   ∟公的支援金の手続きまで手がまわらな

い 

  ・子どもの居場所の活動者 

   ∟公的支援金の存在を知らないのでは？ 

  ・近所の人を引き込むのは？ 

  ・保険の加入もどうしよう？ 

 

④ ・公的施設の有効利用 

・公的資金を使いやすく、責任をもって 

・子どもの権利・人権の視点から、一時的で

なく恒常的な制度・事業 

 

⑤ ・居場所を 10 万円程度でまわせない 

・子どもの気持ちは？（子どもの声はだれが

きいてるか）→たらいまわしにできるか？ 

子どもの権利は？ 

・自治体の責任は？ 

・お金は大事。リスペクトされたいわけじゃ

ない。 

 

 

⑥ ・企業 

・メディア 

・放課後子ども教室 

（既存のものを活用） 

 

⑦ ・継続できるポイント 

・保育園はコミュニティ拠点 

・お金・楽しい ｝コミュニティ食堂、開催

したい 

・お金集めのヒント（仕組み作り） 

・サポーターを募り、会費を集め月１回の食

事会（物語、ストーリー、出会い）をして全

額寄付報告会（書）を開いて、心ある人を 

お金をまわす 

 

⑧ 政治の本来の役割 

    ↓ 

問題解決 ← 考え・充実 

  ↓ 

方法論 

マネジメント、役割を果たす。専門家 

 

⑨ 儲かる仕組みからの支援を考える 

 

⑩ ・地域から広く集める 

・地域通貨 

・現実的なリターン 

・信用ポイント、応援ポイント 

・コンサル（プロボノ）、自走できる仕組み

作り 
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子どもの居場所の資金を考える 地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2018年 12月 17日(月) 18:30-21:00 

・場所：沖縄大学アネックス共創館 

・着席者：７名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：41名（アンケート回収 8名、回収率 20％） 

 

１．どちらから？ 

 
２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：3.9（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

４名 2 名 ０名 １名 １名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

・ 円卓だけでなく、参加者の声がきけて良かっ

た 

・ 多様な意見をきけた 

・ 行政や支援者の方、議員の方、円卓会議のメ

ンバー等々いろいろな立場の方の意見を聞

くことができてとても参考になりました 

・ “お金”がテーマでしたが、様々な視点から

課題を知ることができました。“行政のしく

み”どう作るのか、これもまた大きな課題 

（４．概ね満足） 

・ 行政の委託を受けられる団体を育てるに

は、、、という課題が見つかった 

・ 制度、組織、予算措置等 課題の大きさが判

る。私の出来ること考え行動したい 

（２．あまり満足していない） 

・ ｢資金｣の問題なのに居場所そのものの話に

なってしまった点 

（１．不満足） 

・ いくらなんでも子どもの権利の視点がなさ

すぎて残念 

 

５．円卓会議で印象に残ったこと 

・ 斗星さん おつかれ様でした。私の求める議

論の結果ではなかったですが進め方、まとめ

方はさすが！でした 

・ 行政としての仕組みがそもそもできてない 

・ ｢お金の流れ｣のテーマを深めてもよかっ

た？ 

 

 

那覇市

62%

浦添市

25%

沖縄市

13%

福祉・医

療機関
12%

企業
37%NPO・市民

団体等
38%

その他
13%

チラシ

0%

友人・知人

の紹介
50%

メール

0%

facebook
50%

その他

0%
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・ 糸数さんの最後のそれぞれの立場でそれぞ

れのできる事をやっていくという言葉に共

感しました。できることから、やっていきた

いと思います。ありがとうございました。 

“子どもの声をきく”もちろんだと思いまし

た。その中で、普通の市民がどのように関わ

り、何ができるのか。そのことも非常に大事

なことと思います 

・ 参加していた当事者の子どもより「クソだな、

お前ら｣とのこと。上間さんが、子どもの声に

きちんと耳を傾ける子どもの視点で、子ども

が話す相手を決めている。たらい回しにしな

いでと話したのに、専門家につなぐと言い続

けている事点で子どもがないがしろにされ

ている。結局大人の視点でしか考えられてい

なくて子どもの権利が置き去られていてひ

どいと思った 
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（写真）会場の様子 
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